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2021 年度卒業生 大学生活アンケート実施結果 

聖学院大学 IR室 

 

調査の概要  

１．目的：卒業時の大学生活満足度、身についた能力(学士力を元にした質問項目)の調査 

２．対象：2021 年度卒業生（春学期卒業生：15 名、秋学期卒業生：対象：437 名）計 452 名 

３．実施日：春学期：2021 年 9 月 22 日(水)（春学期卒業式）、郵送 

秋学期：2022 年 3 月 19 日(土)、卒業後来校日、郵送及びメール 

４．実施方法：春学期：卒業式終了後にエルピスホールにて実施他 

秋学期：卒業式開始前に調査票配付・出口回収他 

５．回答数：回答 385 件(回答率 85.2％) 

 

調査結果 

問 1 から問 3 において、大学生活や大学および学科への満足度を尋ねているが、いずれの学科において

も満足（「満足」＋「どちらかというと満足」）と回答していた者がおおむね 90％をこえていた。多くの

学生が大学や所属学科に対して満ち足りた思いをもって卒業をむかえたようである。2020 年度卒業生

の結果に比べると若干の低下がみられるが、新型コロナウイルス感染症の蔓延による大学生活への影響

を考えると、それほど大きな下落とはなっていないという結果であった。ただし、「満足」という回答

だけみると変動がみられているため、アフターコロナを見据えながら引き続き学生のケアに努める必要

があるだろう。 

問 4 の聖学院大学の印象については例年同様に「温かい」が相対的に多くなっていた。「面倒見がよ

い」「のんびり」といった項目の選択割合も相対的に高く、例年と大きな変化は見られなかった。しか

し、「国際的」という項目は例年よりやや低くなっており、コロナ禍が続く中でどのように変化してい

くか注視したい。 

大学で身についた能力の評価（問 5）については、「倫理観」や「共感力」を中心に多くの能力について

肯定的な評価が得られた。「数量的スキル」や「情報リテラシー」については例年同様にやや厳しい結

果となっているが、2022 年度より「デジタル・シティズンシップ科目」を全学共通科目群に設定し大

学としても対応している。科目設定の成果はすぐに表れるものではないかもしれないが、アンケート結

果等も踏まえながら今後も適宜対応していくことが求められる。 
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